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上越沖ガスハイドレート胚胎域および鳥ヶ首海域近傍に見られる地形的
特徴

Topographic features of gas hydrate distribution zone, Off Joetsu and
near the Torigakubi
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日本海の上越沖海域では，これまでの研究でピストンコアリングによるメタンハイドレートの採
取，またROV「ハイパードルフィン」による海底観察海底により海底に露出するガスハイドレー
トの胚胎や海底からのメタン噴出が確認されている。
 これまでに日本海東縁の上越海丘と海鷹海脚に発達する海脚上において，スワッスマッピング
による高密度海底地形調査を実施し，高精度地形図を作成し，ポックマークとマウンドの詳細な
地形的特徴を明らかにした。マウンドは，海脚および海丘の頂部に沿って分布し，下部からの物
質の供給によりできる高まりと考えられる。
海鷹海脚と上越海丘の海底微地形の分布は，海底表層または海底直下のメタンハイドレート胚胎
域や現在のメタン活動域とよく一致する。そこで，ポックマークとマウンドに着目しガスハイド
レートの胚胎域の推定を目的として，上越海丘と海鷹海脚から調査対象を広げ，同様の地質条
件，地形条件を有する海域を探査した。その結果，鳥ヶ首海脚西方周辺海域において，ポックマ
ークとマウンド地形が分布していることが明らかになった。
 SEABAT8160によって得られたサイドスキャンイメージによれば，ポックマークやマウンド
周辺で局所的な強反射域が幾つか確認できた。この様な強反射分布域と海底地形およびガスハイ
ドレート胚胎の相関関係について議論を行う。
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